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PKM;OIP3;PK2;PK3;PKM2;Pyruvate kinase isozymes M1/M2;Cytosolic thyroid hormone-
binding protein;CTHBP;Opa-interacting protein 3;01P-3;Pyruvate kinase 2/3;Pyruvate kinase
muscle isozyme;Thyroid hormone-binding protein 1;,THBP1;Tu
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子は解糖系に関与するタンパク質をコードしている。コードされているタンパク質はピルビン酸キナーゼであり、ホスホエノールピルビン酸からADPへのリン酸基の転移を触媒し、ATPとピルビン酸を生成する。このタンパク質は甲状腺ホルモンと相互作用することが示されており、甲状腺ホルモンによって誘導される細胞代謝効果を媒介する可能性がある。このタンパク質は、淋菌のヒト細胞への付着および侵入に関与する細菌外膜タンパク質であるOpaタンパク質に結合することが見出されており、このタンパク質が細菌の病原性において役割を果たしていることを示唆している。いくつかの異なるアイソフォームをコードする、選択的スプライシングを受けた複数の転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2011年5月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A549細胞のライセートのウェスタンブロット解析（PKMウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。1、PKMウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス肺組織の免疫組織化学分析。1、PKMウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

